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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第１四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有
者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第１四半期 82,399 7.1 1,983 17.0 1,990 5.8 1,249 9.5 1,246 4.5 △290 ―

28年３月期第１四半期 76,929 3.9 1,695 47.9 1,881 60.2 1,141 52.7 1,192 64.9 1,489 106.1
　

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

29年３月期第１四半期 10.78 ―

28年３月期第１四半期 10.31 ―
　

　

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

29年３月期第１四半期 288,042 178,376 174,975 60.7

28年３月期 307,932 183,043 179,285 58.2
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 32.50 ― 37.50 70.00

29年３月期 ―

29年３月期(予想) 37.50 ― 37.50 75.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有
者に帰属する
当期利益

基本的１株当た
り当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 400,000 2.1 30,000 7.4 30,000 7.4 19,600 8.1 19,500 8.2 168.66
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　

決算短信（宝印刷） 2016年07月29日 13時47分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 29年３月期１Ｑ 120,000,000株 28年３月期 120,000,000株

② 期末自己株式数 29年３月期１Ｑ 4,385,774株 28年３月期 4,385,750株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 29年３月期１Ｑ 115,614,246株 28年３月期１Ｑ 115,614,527株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点にお
いて、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一
定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因によ
り大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信(添付資料)３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
・当社は、平成28年８月１日に機関投資家及びアナリスト向けの電話会議を開催する予定です。この電話会議で利用する資料
については、当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとしたアジア新興国や資源国などの海外経済の

減速を背景に、一部弱さが見られるものの、企業収益や雇用環境の改善などにより、緩やかな回復基調が続いてお

ります。

情報サービス産業におきましては、金融業、製造業などを中心にIT投資が回復傾向にあり、全体的にビジネス環

境は堅調に推移しております。

このような状況下、当社グループにおきましては、「リーディング・カンパニーとして、IT産業の進化を担う」

ことを目指す姿とした、2016年３月期から2018年３月期までの３か年の中期経営計画の達成に向け、サービス型ビ

ジネスの拡大や、総合力発揮による顧客基盤強化、積極的な成長投資などに取り組んでおります。

具体的には、基幹系を中心とするミッションクリティカルなシステムに特化し、セキュリティやコストパフォー

マンスに優れたクラウドサービス「CUVICmc2（キュービックエムシーツー）」や、マルチベンダー環境での障害検

知を自動化し、お客様の保守対応の負荷軽減と障害復旧時間の短縮を実現する保守サービス「Avail-I（アベイルワ

ン）」の提供を開始いたしました。また、企業が従業員の健康に積極的に関与する「健康経営」の考え方が普及し

はじめていることを受け、ITを活用した従業員の健康状況の可視化、分析、事後措置・予防までの健康管理の支援

と、健康経営に関する方針策定のコンサルティングや労働生産性向上のためのシステム提供を合わせたトータルソ

リューション「ウェルネス ワークスタイル」の提供を開始いたしました。さらに、電子帳簿保存法の改正に伴い企

業で書類の電子化が進展していることを背景に、書類や契約書への署名・捺印の手順を電子化するクラウドサービ

スを提供する米国DocuSign,Inc.と国内で初めて販売代理店契約を締結するなど、サービス型ビジネスの拡大に向け

た取り組みを推進いたしました。

総合力発揮の取り組みとしましては、2016年４月に、重点顧客におけるビジネス領域拡大や柔軟な人材リソース

活用による大型案件の対応力強化などを目的とした、セグメントの再編を含む組織改編を実施いたしました。

また、中期経営計画では経営基盤の強化を重点施策の１つとして掲げており、その一環として社員が働きがいを

もって効率的・効果的に働けるよう「働き方変革」を推進しております。今回、更なる取り組みとして、育児や介

護、自己啓発などのニーズに応じ、多様な働き方を支えるべく、就業時間帯の変動を可能にする「スライドワー

ク」や、１時間単位での年次有給休暇の取得を可能にする「時間単位有休」、外出時の隙間時間やオフィスとの往

復時間を活用して効率的な業務を実現する「モバイルワーク」などの制度を追加導入いたしました。

営業活動につきましては、コンビニ向け店舗システム案件や商社向け開発案件、通信会社向けネットワーク案件

などに注力いたしました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、サービス、開発・SI、製品全てのビジネスモデルで増加し、

売上収益は82,399百万円(前年同期比7.1％増)となりました。利益につきましては、売上収益の増加により、営業利

益は1,983百万円(同17.0％増)、税引前四半期利益は1,990百万円(同5.8％増)、四半期利益は1,249百万円(同9.5％

増)、親会社の所有者に帰属する四半期利益は1,246百万円(同4.5％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べて19,889百万円減少し、288,042百万円と

なりました。これは、主に棚卸資産が4,658百万円、その他の流動資産が7,580百万円増加したものの、現金及び現

金同等物が9,416百万円、営業債権及びその他の債権が26,339百万円減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて15,222百万円減少し、109,665百万円となりました。これは、主にその他の流

動負債が9,503百万円増加したものの、営業債務及びその他の債務が16,479百万円、未払法人所得税が5,815百万円

減少したことによるものであります。

資本は、前連結会計年度末に比べて4,666百万円減少し、178,376百万円となりました。これは、主に四半期利益

による増加が1,249百万円あったものの、その他の包括利益による減少が1,539百万円、剰余金の配当による減少が

4,376百万円あったことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しについては、引き続き海外経済の不確実性の高まりや、金融資本市場の変動の影響に注視が必要な

ものの、国内経済は緩やかな回復が継続すると期待されております。

このような状況を鑑みまして、現時点においては、2016年５月２日に発表いたしました業績予想を変更しており

ません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

該当事項はありません。
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３．要約四半期連結財務諸表

（１）要約四半期連結財政状態計算書

前連結会計年度末
（2016年３月31日）

当第１四半期連結会計期間末
（2016年６月30日）

区分 金額（百万円） 金額（百万円）

（資産の部）

流動資産

現金及び現金同等物 44,880 35,463

営業債権及びその他の債権 111,118 84,778

棚卸資産 18,488 23,146

当期税金資産 8 317

その他の金融資産 20,025 24,042

その他の流動資産 34,492 42,073

流動資産合計 229,013 209,822

非流動資産

有形固定資産 35,514 35,974

のれん 4,245 3,840

無形資産 11,548 11,647

持分法で会計処理されている投資 635 612

その他の金融資産 14,490 13,923

繰延税金資産 10,286 9,919

その他の非流動資産 2,198 2,303

非流動資産合計 78,918 78,220

資産合計 307,932 288,042
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前連結会計年度末
（2016年３月31日）

当第１四半期連結会計期間末
（2016年６月30日）

区分 金額（百万円） 金額（百万円）

（負債及び資本の部）

流動負債

営業債務及びその他の債務 47,202 30,722

その他の金融負債 6,179 8,440

未払法人所得税 6,312 497

従業員給付 14,061 9,571

引当金 660 860

その他の流動負債 34,140 43,644

流動負債合計 108,558 93,738

非流動負債

長期金融負債 10,207 9,958

従業員給付 3,973 3,880

引当金 1,671 1,675

繰延税金負債 474 410

その他の非流動負債 3 2

非流動負債合計 16,329 15,927

負債合計 124,888 109,665

資本

資本金 21,763 21,763

資本剰余金 33,076 33,076

自己株式 △9,231 △9,231

利益剰余金 132,677 129,585

その他の資本の構成要素 999 △218

親会社の所有者に帰属する持分合計 179,285 174,975

非支配持分 3,758 3,401

資本合計 183,043 178,376

負債及び資本合計 307,932 288,042
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

前第１四半期連結累計期間
（自 2015年４月１日
至 2015年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2016年４月１日
至 2016年６月30日）

区分 金額（百万円） 金額（百万円）

売上収益 76,929 82,399

売上原価 △59,510 △64,317

売上総利益 17,418 18,082

その他の収益及び費用

販売費及び一般管理費 △15,808 △15,793

その他の収益 96 69

その他の費用 △11 △374

その他の収益及び費用合計 △15,722 △16,098

営業利益 1,695 1,983

金融収益 209 80

金融費用 △35 △89

持分法による投資利益 11 15

税引前四半期利益 1,881 1,990

法人所得税 △739 △741

四半期利益 1,141 1,249

四半期利益の帰属：

親会社の所有者 1,192 1,246

非支配持分 △50 3

１株当たり四半期利益
（親会社の所有者に帰属）：

（円） （円）

基本的１株当たり四半期利益 10.31 10.78

希薄化後１株当たり四半期利益 － －

決算短信（宝印刷） 2016年07月29日 13時47分 8ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



伊藤忠テクノソリューションズ㈱(4739) 平成29年３月期 第１四半期決算短信

― 7 ―

要約四半期連結包括利益計算書

前第１四半期連結累計期間
（自 2015年４月１日
至 2015年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2016年４月１日
至 2016年６月30日）

区分 金額（百万円） 金額（百万円）

四半期利益 1,141 1,249

その他の包括利益（税効果控除後）

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて測定する金融資産の
公正価値の純変動

145 △363

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 199 △1,140

キャッシュ・フロー・ヘッジ △0 △21

持分法適用会社に対する持分相当額 3 △13

その他の包括利益（税効果控除後）合計 348 △1,539

四半期包括利益 1,489 △290

四半期包括利益の帰属：

親会社の所有者 1,484 25

非支配持分 5 △316
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間(自 2015年４月１日 至 2015年６月30日)

（単位：百万円）

区分

親会社の所有者に帰属する持分

資本金
資本
剰余金

自己株式
利益
剰余金

その他の資本の構成要素

在外営業
活動体の
換算差額

その他の包
括利益を通
じて測定す
る金融資産
の公正価値
の純変動

キャッシ
ュ・フロ
ー・ヘッジ

2015年４月１日 21,763 33,076 △9,225 121,530 907 812 13

四半期利益 － － － 1,192 － － －

その他の包括利益 － － － － 147 145 △0

四半期包括利益 － － － 1,192 147 145 △0

剰余金の配当 － － － △3,613 － － －

自己株式の取得 － － △5 － － － －

その他の資本の構成要素から

利益剰余金への振替
－ － － △5 － 5 －

所有者との取引額等合計 － － △5 △3,618 － 5 －

2015年６月30日 21,763 33,076 △9,231 119,103 1,054 963 13

区分

親会社の所有者
に帰属する持分

非支配持分 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分合計

2015年４月１日 168,876 4,030 172,907

四半期利益 1,192 △50 1,141

その他の包括利益 292 56 348

四半期包括利益 1,484 5 1,489

剰余金の配当 △3,613 △64 △3,677

自己株式の取得 △5 － △5

その他の資本の構成要素から

利益剰余金への振替
－ － －

所有者との取引額等合計 △3,618 △64 △3,683

2015年６月30日 166,742 3,970 170,713
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当第１四半期連結累計期間(自 2016年４月１日 至 2016年６月30日)

（単位：百万円）

区分

親会社の所有者に帰属する持分

資本金
資本
剰余金

自己株式
利益
剰余金

その他の資本の構成要素

在外営業
活動体の
換算差額

その他の包
括利益を通
じて測定す
る金融資産
の公正価値
の純変動

キャッシ
ュ・フロ
ー・ヘッジ

2016年４月１日 21,763 33,076 △9,231 132,677 64 950 △16

四半期利益 － － － 1,246 － － －

その他の包括利益 － － － － △834 △364 △21

四半期包括利益 － － － 1,246 △834 △364 △21

剰余金の配当 － － － △4,335 － － －

自己株式の取得 － － △0 － － － －

その他の資本の構成要素から

利益剰余金への振替
－ － － △2 － 2 －

所有者との取引額等合計 － － △0 △4,338 － 2 －

2016年６月30日 21,763 33,076 △9,231 129,585 △769 589 △38

区分

親会社の所有者
に帰属する持分

非支配持分 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分合計

2016年４月１日 179,285 3,758 183,043

四半期利益 1,246 3 1,249

その他の包括利益 △1,220 △319 △1,539

四半期包括利益 25 △316 △290

剰余金の配当 △4,335 △40 △4,376

自己株式の取得 △0 － △0

その他の資本の構成要素から

利益剰余金への振替
－ － －

所有者との取引額等合計 △4,335 △40 △4,376

2016年６月30日 174,975 3,401 178,376
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（４）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

４．補足情報

報告セグメントの区分変更

当第１四半期連結会計期間より、従来「エンタープライズ事業」及び「流通事業」としていた２セグメントを統

合し、「流通・エンタープライズ事業」に変更するとともに、新たに「公共・広域事業」を新設しております。

なお、報告セグメントごとの業績概要につきましては、本日当社ホームページに掲載する予定の「2017年３月期

第１四半期連結決算補足資料」をご参照ください。
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